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１．プロジェクトの概要 

ロシア極東は地理的にも日本に近く，わが国の食料安全保障に潜在的な能力を有してい

る。ロシア大豆は気候や病害虫に対する品種適性，栽培方法，収穫後処理，物流および港湾

設備などの点でアメリカ，カナダおよび中国といった代表的な輸入大豆の水準に及ばない現

状がある。その水準を高めて輸出基地化を図ることは，日本の実需者が求める遺伝子組換え

でない食用大豆の調達先多様化・リスク分散に貢献する。 

本プロジェクトでは、収量・品質の向上を目的として，ロシア大豆を供試したロシア方

式，日本方式および深層施肥方式を比較する試験栽培をロシア沿海地方で主導してきた。ソ

連邦時代から現在に至るまで大豆の育種目標は搾油用途であったため，低蛋白質・高脂質含

量の品種が大勢を占めていましたが，いくつかの品種には豆腐，味噌への加工適性が認めら

れた。 

２．プロジェクト現況 

 ロシア連邦が 2022 年 2 月 24 日に開始したウクライナ侵攻に伴い、本プロジェクトのロシ

ア側窓口となるロシア科学アカデミー極東支部アグロバイオテクノロジー連邦科学センター

ならびに沿海地方国立農業アカデミーとのコミュニケーションが著しく困難となった。日本

政府も G7 の立場からロシアへの経済制裁を支持しており、輸入食用大豆の調達先多様化と

リスク分散の観点からロシア極東に着目していた関連省庁の関心はトーンダウンせざるを得

ない状況にある。こうした状況から、現在は大学附属農場を舞台として、高品質な大豆生産

に貢献する技術開発を留学生らと共同して実施している。 
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